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幼
稚
園
誘
致
は
方
針
ど
お
り
執
行

総務文教：幼稚園誘致事業を慎重審議

産業建設：指定管理下の２つの事業を調査
厚　　生：保育所再編試案今後の大きな課題

委員会のうごき
常常任任委委員員会会
報報　　　　　　告告

●
事
務
調
査

○
学
校
教
育
予
算
の
状
況

は
。近

隣
７
市
町
の
平
均

９
・
５
％
世
羅
町
は
６
・

２
５
％
で
十
分
と
は
言
え

な
い
と
説
明
。

委
員
会
は
教
育
に
支
障

の
な
い
予
算
配
分
を
求
め

た
。

○
小
中
学
校
の
登
下
校
等

の
安
全
対
策
調
査
。

小
中
学
校
で
は
集
団
下

校
、
防
犯
ブ
ザ
ー
携
帯
、

地
域
に
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
て
い
る
。
10
件

の
不
審
者
情
報
が
あ
っ

た
。

○
新
規
に
携
帯
電
話
で
安

全
確
保
シ
ス
テ
ム
を
検
討

中
。委

員
会
は
万
全
を
期
す

よ
う
求
め
た
。

○
幼
稚
園
は
方
針
ど
お
り

進
め
る
。

○
年
内
に
協
定
書
の
再
協

定
を
行
う
。

○
旧
庁
舎
跡
地
を
無
償
貸

与
と
す
る
。
木
造
建
築
な

の
で
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
22

年
間
、
無
償
貸
与
に
す
る

ほ
う
が
町
に
利
点
が
あ

る
。

○
民
地
は
３
者
契
約
と
す

る
。委

員
会
と
し
て
は
、
協

定
書
を
は
じ
め
用
地
問
題

も
２
転
３
転
し
て
、
行
政

事
務
と
し
て
信
頼
が
高
い

と
は
言
え
な
い
。
慎
重
さ

を
求
め
た
。

大
組
織
は
12
。
中
組
織

は
１
２
４
で
、
う
ち
13
組

織
は
活
動
計
画
が
未
提

出
。
委
員
会
は
、
高
齢
者

の
多
い
地
域
、
活
動
の
な

い
と
こ
ろ
の
対
応
を
検
討

さ
れ
た
い
。

当
初
６
台
で
運
行
。
利

用
が
多
い
日
は
１
台
増
し

て
運
行
し
て
い
る
。
一
日

の
利
用
者
数
１
４
０
人
と

好
評
で
、
高
齢
者
の
利
用

が
多
い
。

委
員
会
は
利
用
者
増
の

工
夫
改
善
を
要
望
し
た
。

○
設
計
協
議
中
で
火
災
情

報
は
場
所
が
画
面
で
分
か

る
よ
う
取
り
組
む
。

○
議
会
中
継
も
計
画
で
き

る
。

○
加
入
促
進
の
説
明
会
を

８
月
に
し
た
が
、
参
加
者

が
少
な
い
の
で
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
り
１
月
に
配

布
す
る
。

○
全
体
の
工
事
費
は
15
億

円
を
見
込
ん
で
い
る
。

委
員
会
は
事
前
調
査
、

住
民
説
明
を
十
分
行
う
よ

う
求
め
た
。

そ
の
他

10
年
前
か
ら
住
民
の
手

に
よ
っ
て
村
か
ら
の
材
料

支
給
で
生
活
環
境
整
備
に

力
を
い
れ
、
ま
た
、
家
賃

を
安
く
し
た
若
者
用
の
住

宅
を
建
設
し
、
定
住
対
策

に
力
を
注
ぎ
、
今
、
他
市

町
よ
り
転
入
者
が
多
い
。

委
員
会
と
し
て
人
口
増

の
ま
ち
づ
く
り
に
こ
の
プ

ロ
セ
ス
を
活
か
し
た
い
。

学
校
教
育
に
関
す
る

調
査

幼
稚
園
誘
致
の
調
査

住
民
自
治
の
振
興
調
査

デ
マ
ン
ド
交
通
の

利
用
状
況
調
査

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

事
業
の
進
み
具
合
は

人
口
増
や
出
生
率
の

高
い
ま
ち
下
條
村
を

行
政
視
察

軌道に乗れるか、デマンド交通
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●
事
務
調
査

西
世
羅
地
区
１
工
区
・

２
工
区
の
切
削
舗
装
（
オ

ー
バ
レ
イ
）
予
定
地
区
・

着
々
と
進
む
管
路
埋
設
の

現
地
調
査
を
行
っ
た
。
多

く
は
県
道
で
の
埋
設
・
切

削
舗
装
で
あ
る
の
で
埋
設

部
分
の
片
側
舗
装
で
な

く
、
県
と
の
協
議
に
よ
り

全
面
舗
装
の
方
法
も
な
い

か
と
た
だ
し
た
。し
か
し
、

県
と
の
協
議
を
行
っ
た

が
、
県
の
予
算
の
問
題
も

あ
り
無
理
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

冬
本
番
の
こ
の
時
期
、

関
係
町
民
に
支
障
な
く
、

工
事
を
終
え
る
よ
う
要
望

し
た
。

せ
ら
に
し
青
少
年
旅
行

村
・
せ
ら
香
遊
ラ
ン
ド
の

９
月
か
ら
11
月
ま
で
の
利

用
状
況
・
問
題
点
の
調
査

を
行
っ
た
。

せ
ら
に
し
青
少
年
旅
行

村
で
は
、
４
千
４
７
８
人

の
入
村
者
が
あ
り
、
温
水

プ
ー
ル
の
利
用
者
は
３
千

５
１
３
人
で
あ
っ
た
。
設

置
さ
れ
て
20
年
以
上
経
過

し
、
老
朽
化
し
た
遊
具
の

問
題
な
ど
が
あ
る
。

せ
ら
香
遊
ラ
ン
ド
で
は

１
万
41
人
の
利
用
者
で
５

千
９
７
８
人
の
入
湯
者
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
施
設

に
設
置
さ
れ
て
い
る
加
工

場
の
運
営
・
運
用
に
つ
い

て
協
議
が
不
備
な
と
こ
ろ

が
あ
り
早
急
に
協
議
を
す

る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
２
つ
の
施
設
と

も
、
御
調
な
ど
近
隣
施
設

と
の
競
合
に
よ
り
、
前
年

に
比
べ
て
、
旅
行
村
80
％

香
遊
ラ
ン
ド
90
％
と
厳
し

い
状
況
で
あ
る
。
ま
た
八

田
原
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
に

つ
い
て
は
指
定
管
理
者
を

公
募
し
て
い
る
。

Ｈ
19
年
度
か
ら
始
ま
る

国
の
新
た
な
施
策
、
農

地
・
水
・
環
境
保
全
に
つ

い
て
町
の
取
り
組
み
を
た

だ
し
た
。

県
か
ら
の
具
体
的
な
指

導
・
基
準
が
で
て
い
な
い

段
階
で
は
あ
る
が
、
認
定

農
業
者
、
特
定
農
業
法
人

を
対
象
に
年
内
に
手
を
あ

げ
て
い
た
だ
き
、
地
域
の

環
境
を
守
る
取
り
組
み
を

す
る
団
体
（
自
治
振
興

会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
）と
共
に
、

活
動
組
織
を
立
ち
上
げ
て

い
た
だ
き
、
町
と
年
度
内

に
協
定
を
結
ん
で
い
た
だ

く
予
定
で
あ
る
。
町
と
し

て
も
財
政
難
で
も
あ
り
、

慎
重
に
対
応
し
て
い
く
と

の
姿
勢
で
あ
る
。

８
月
に
入
札
発
注
が
あ

っ
た
６
つ
の
事
業
の
う

ち
、
三
次
大
和
線
水
道
・

配
水
管
埋
設
工
事
が
完

了
。
他
の
５
つ
の
工
事
は

３
月
ご
ろ
の
完
成
を
目
指

す
。ま

た
、
山
田
川
ダ
ム
下

流
の
取
水
地
点
へ
の
施
設

整
備
に
は
、
漁
業
組
合
と

下
流
い
せ
き
の
同
意
が
必

要
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

委
員
会
と
し
て
は
、
早

期
の
解
決
を
望
む
。

大
分
県
豊
後
大
野
市

へ
、
生
活
排
水
処
理
・
公

共
下
水
道
・
農
業
振
興
に

つ
い
て
視
察
を
お
こ
な
っ

た
。本

委
員
会
と
し
て
も
、

こ
の
視
察
を
参
考
に
し
、

公
共
事
業
の
あ
り
方
に
つ

い
て
考
え
て
ゆ
き
た
い
。

指
定
管
理
下
の
、
ど
の
施
設
も

厳
し
い
状
況
、
保
持
で
き
る
か
疑
問

西
世
羅
地
区
、
簡
易
水
道

埋
設
工
事
着
々
と
進
む

指
定
管
理
３
ヶ
月

利
用
状
況
は

農
地
・
水
・
環
境
対
策

へ
の
取
り
組
み
は

上
水
道
事
業
は

生
活
排
水
事
業
の

行
政
視
察
は

のりきれるか集客確保　香遊ランド

老朽化施設をどうするか　せらにし青少年旅行村



8

●
現
地
調
査

社
会
福
祉
協
議
会
に

は
、
人
件
費
に
充
当
す
る

補
助
金
が
町
よ
り
出
て
お

り
、
協
議
会
の
責
務
も
重

く
事
業
の
実
態
を
把
握
す

る
た
め
調
査
し
た
。

○
町
よ
り
委
託
さ
れ
た
12

の
事
業
を
行
っ
て
い
る

が
、
今
年
４
月
の
介
護
保

険
法
の
改
正
に
よ
り
各
事

業
の
収
益
が
減
少
し
（
概

算
で
１
千
万
円
）
事
務
費

の
充
当
が
困
難
と
な
っ
て

き
た
。
営
業
努
力
を
し
て

も
効
果
が
上
が
ら
な
い
ケ

ー
ス
も
あ
り
、
取
捨
選
択

し
責
任
を
持
っ
た
活
動
に

努
め
る
方
針
で
あ
る
。
参

入
業
者
も
増
え
て
民
間
業

者
と
の
競
合
も
入
札
方
式

を
と
り
、
利
用
者
の
満
足

度
を
高
め
る
こ
と
を
基
本

と
し
て
今
後
委
託
事
業
を

進
め
る
方
針
で
あ
る
。

○
高
齢
化
が
進
み
介
護
保

険
に
（
制
度
的
）
該
当
し

な
い
人
を
今
後
ど
う
す
る

か
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

○
甲
山
・
世
羅
地
区
に
地

区
社
協
の
立
ち
上
げ
の
た

め
の
説
明
会
を
開
催
し
た

が
、
行
政
が
進
め
る
自
治

組
織
の
関
係
者
が
中
軸
を

担
っ
て
い
く
方
法
で
な
い

と
協
議
会
だ
け
で
は
困
難

で
あ
る
。

○
サ
ロ
ン
事
業
は
町
内
１

９
１
サ
ロ
ン
が
活
動
し
て

い
る
。
月
１
回
、
会
場
費

５
０
０
円
、
一
人
当
た
り

１
０
０
円
を
助
成
し
て
い

る
。
今
後
も
サ
ロ
ン
の
輪

を
広
げ
て
地
域
の
皆
さ
ん

が
気
軽
に
話
し
合
い
、
健

康
に
少
し
で
も
寄
与
す
る

よ
う
推
進
し
て
ゆ
く
。

●
事
務
調
査

保
育
所
再
編
整
備
計
画

（
試
案
）
の
骨
子
が
再
配

置
エ
リ
ア
図
（
案
）
と
共

に
提
出
さ
れ
た
。
世
羅
町

を
５
エ
リ
ア
に
区
分
し
、

６
つ
の
保
育
所
、
１
つ
の

幼
稚
園
を
配
置
し
た
も
の

で
あ
る
。
日
程
に
余
裕
が

な
く
閉
会
中
の
継
続
調
査

と
し
て
骨
子
の
不
明
点
だ

け
の
質
疑
応
答
と
し
た
。

通
所
の
基
本
は
保

護
者
の
送
迎
か
。

保
育
所
再
編
よ

り
、
小
学
校
の
統

合
が
先
で
は
な
い
の
か
。

５
年
先
の
子
ど
も

の
数
が
大
事
で
あ

る
。
民
営
で
経
営
を
す
る

と
推
計
を
出
す
べ
き
だ
。

せ
ら
に
し
地
区
は

小
国
保
育
所
を
活

用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
。

大
田
・
甲
山
・
宇

津
戸
と
な
っ
て
い

る
が
、
幼
稚
園
の
定
員
は

１
０
０
か
１
２
０
か
。

保
育
料
は
上
が
ら

な
い
か
。

再
編
整
備
の
大
き

な
目
的
は
。
給
食

の
自
校
式
は
。

大
見
が
分
園
と
な

っ
て
い
る
が
。

効
果
額
は
か
な
り

の
試
算
が
で
て
い

る
が
、
国
の
保
育
士
の
配

置
基
準
に
な
っ
て
い
る
の

か
、
職
員
の
再
配
置
は
ど

う
す
る
の
か
。

●
そ
の
他
調
査
内
容

六
反
田
土
砂
搬
入
に
か

か
る
経
過
、
ゴ
ミ
対
策
、

介
護
予
防
事
業
、
障
害
者

福
祉
計
画
の
策
定
、
障
害

者
自
立
支
援
等
の
調
査
。

保
育
所
再
編
成
整
備
の
骨
子
示
さ
れ
る

世
羅
町
社
会
福
祉

協
議
会
を
調
査

保
育
所
再
編

骨
子
試
案
審
議

Ｑ

Ｑ

ＱＱ

Ｑ

ＱＱ

Ｑ

Ｑ



●
委
員
の
意
見

加
入
促
進
事
業
の
導
入
は

○
認
可
区
域
の
住
民
に
改

造
の
た
め
の
補
助
金
を
だ

し
て
、
合
併
浄
化
槽
を
し

地
方
を
め
ぐ
る
財
政
環

境
、新
型
交
付
税
の
導
入
、

過
疎
債
、
過
疎
法
に
対
す

る
厳
し
い
財
政
状
況
を
精

査
す
る
時
、
行
政
は
、
今
、

こ
の
事
業
に
先
行
投
資
を

す
る
事
が
で
き
る
の
か
、

行
政
の
財
政
の
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
が
示
さ
れ
る
ま

で
延
会
と
し
て
い
た
が
、

計
画
書
が
で
き
た
と
い
う

こ
と
で
開
会
す
る
。

資
料
は
収
支
計
画
書
、

及
び
、
加
入
促
進
助
成
制

度
の
導
入
、
ま
た
、
事
業

を
中
止
し
た
場
合
の
補
助

金
返
還
金
概
算
計
画
書
が

示
さ
れ
考
え
方
と
し
て
、

加
入
促
進
助
成
制
度
を
利

用
し
て
、
認
可
区
域
に
つ

い
て
事
業
を
継
続
す
る
方

針
で
あ
る
。

9

●
事
務
調
査

○
行
財
政
改
革
推
進
プ
ラ

ン
の
各
課
の
取
組
状
況
、

ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
設
立
内

容
、
職
員
か
ら
の
意
見
、

提
言
を
検
討
、
具
体
化
の

状
況
報
告
、
業
務
改
善
職

員
提
案
制
度
の
創
設
の
説

明
が
あ
っ
た
。

○
各
課
の
係
長
以
上
の
職

員
を
対
象
に
意
見
交
換
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
開
始
、
い

よ
い
よ
改
革
へ
の
第
一
歩

を
個
々
の
職
員
へ
浸
透
さ

せ
る
。

ま
た
、
第
一
回
行
財
政

改
革
推
進
ワ
ー
キ
ン
グ
会

議
が
開
催
さ
れ
、
分
散
し

て
い
る
事
務
分
掌
、
相
互

に
出
来
る
事
務
は
同
一
の

課
で
行
う
な
ど
、
内
容
を

精
査
し
、
作
業
の
点
検
を

行
う
こ
と
を
確
認
、
住
民

の
皆
様
の
利
便
性
向
上
を

重
視
、
不
要
な
も
の
の
洗

い
だ
し
に
「
力
」
を
入
れ

て
ゆ
く
。

○
行
政
組
織
と
機
構
の
再

編
に
つ
い
て
は
、
セ
ク
ト

主
義
の
解
消
、
係
単
一
主

義
の
解
消
、
各
課
の
適
正

配
置
、
重
点
施
策
推
進
の

立
場
か
ら
課
の
新
設
等
を

考
え
る
。

○
改
革
プ
ラ
ン
は
ロ
ー
リ

ン
グ
方
式
で
見
直
す
。
そ

し
て
議
会
へ
報
告
し
て
３

月
末
ま
で
に
見
直
す
。

議
員
定
数
は

Ｈ
19
年
９
月
ま
で
に
決
定

○
議
員
に
直
接
関
係
す
る

定
数
な
ど
議
会
は
特
別
委

員
会
で
慎
重
な
論
戦
。

議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、

Ｈ
19
年
９
月
議
会
ま
で
に

取
り
決
め
る
こ
と
で
決
定
、

そ
れ
ま
で
に
あ
ら
ゆ
る
情

報
を
入
手
で
き
る
体
制
を

整
え
る
こ
と
で
一
致
す
る
。

次
期
の
議
員
定
数
は

９
月
ま
で
に
議
員
案
を
模
索

閉
会
中
の
調
査

（
11
月
24
日
）

完
成
年
度
大
幅
に
お
く
れ

事
業
が
財
政
を
圧
迫

た
人
に
適
用
さ
れ
な
い
の

は
不
公
平
で
は
な
い
か
。

○
加
入
率
の
把
握
が
さ
れ

て
い
な
い

○
実
質
公
債
費
比
率
を

18
％
以
下
に
下
げ
る
と
い

う
前
提
に
た
っ
て
１
０

０
％
の
加
入
率
で
計
画
し

て
い
る
が
実
現
可
能
と
は

い
え
な
い
。

委委員員会会ののううごごきき
行財政改革：目標値の達成は、意識改革から

公共下水道：加入促進に全力を求める

尾道松江線：発注者の詰所設置で大幅に前進を期待

委員会のうごき
特特別別委委員員会会
報報　　　　　　告告

財政ピンチのなかで、建設に着手する処理場
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●
開
会
中
の
調
査
（
12
月

19
日
）

完
成
年
度
の
変
更

│
財
政
の
圧
迫
│

○
下
水
道
事
業
加
入
に
対

す
る
意
向
調
査
を
関
係
す

る
地
域
を
対
象
に
実
施
し

た
い
意
向
の
提
案
が
示
さ

れ
た
。

○
施
工
期
間
は
Ｈ
12
年
か

ら
23
年
度
で
完
了
目
指

し
、
事
業
費
54
億
円
で
計

画
し
て
い
る
。
し
か
し
、

実
質
公
債
費
比
率
を
考
え

た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

し
て
み
る
と
数
値
が
高
い

財
政
圧
迫
に
問
題
が
あ
る

の
で
、
完
成
年
次
23
年
を

Ｈ
27
年
に
延
ば
す
こ
と
に

す
る
と
い
う
方
針
が
こ
の

段
階
で
説
明
が
あ
り
、
財

政
の
緊
迫
感
だ
け
で
す
ま

さ
れ
な
い
状
態
が
で
て
き

た
。

●
委
員
の
意
見

○
意
向
調
査
を
事
業
が
始

ま
っ
て
い
る
の
に
意
向
調

査
を
実
施
し
て
も
意
味
が

な
い
。
加
入
率
を
上
げ
る

取
組
み
を
実
施
す
べ
き

だ
。

○
Ｈ
23
年
ま
で
は
変
更
許

可
を
受
け
て
い
る
が
延
期

と
な
っ
た
ら
ど
う
す
る
の

か
、
一
般
予
算
を
特
定
地

域
だ
け
に
使
う
こ
と
に
問

題
が
あ
る
の
で
は
。

○
延
期
に
よ
っ
て
、
財
政

計
画
の
整
合
性
の
疑
問
も

で
た
の
で
資
料
提
出
と
早

期
説
明
を
求
め
る
。

○
年
度
内
の
取
組
み
は
、

加
入
促
進
補
助
制
度
、
融

資
制
度
を
調
査
、
検
討
す

る
と
説
明
が
あ
っ
た
。

委
員
会
は
資
料
提
出
と

早
期
説
明
を
求
め
た
。

●
事
務
調
査

●
甲
山
Ｉ
・
Ｃ
以
南

計
画
ど
お
り
工
事
は
着

実
に
進
捗
し
て
い
る
。

○
甲
山
イ
ン
タ
ー
付
近
の

友
広
池
は
完
成
し
た
。

○
宇
津
戸
第
１
ト
ン
ネ
ル

は
貫
通
を
迎
え
、
続
い
て

第
２
ト
ン
ネ
ル
も
12
月
５

日
貫
通
し
た
。

●
甲
山
Ｉ
・
Ｃ
以
北

○
甲
山
以
北
の
東
上
原
、

赤
屋
は
年
内
に
事
業
説
明

を
行
い
、
単
価
発
表
す

る
。

○
別
迫
地
区（
播
反
砂
田
）

Ｌ
＝
３
・
８
km

用
地
交

渉
契
約
は
三
次
用
地
事
務

所
が
行
う
。
用
地
説
明
会

で
は
標
準
地
の
単
価
発
表

も
さ
れ
た
。

○
東
上
原
、
赤
屋
地
区

Ｌ
＝
３
・
８
km
用
地
交
渉

は
福
山
河
川
国
道
事
務
所

が
行
う
。

●
土
地
の
境
界
の
調
査

（
東
上
原
５
ヶ
所
）
建
物

調
査
（
東
上
原
７
件
、
赤

屋
５
件
）
を
行
う
。
そ
し

て
単
価
発
表
を
Ｈ
19
年
２

月
に
行
う
予
定
。

●
世
羅
町
内
に
福
山
河
川

国
道
事
務
所
の
中
国
横
断

自
動
車
道
尾
道
松
江
線
・

国
土
交
通
省
監
督
員
詰
所

が
で
き
た
。
Ｈ
20
年
３
月

ま
で
の
予
定
で
あ
る
。

宇津戸第１トンネル貫通式、盛大に挙行

地元小学生も参加、初の体験。

計画区域内の商店街通り

工事だけは、着々と進む下水道支線

川尻インター付近

川尻地区の第２陸橋


